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１

　

陽
光
は
、
暴
力
的
な
ま
で
に
苛か

烈れ
つ

だ
っ
た
。

　

常と
こ

夏な
つ

の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
ハ
ワ
イ
よ
り
も
、
遥は

る

か
に
日

差
し
が
強
い
。
真
っ
赤
に
焼
け
た
針
が
、
天
空
か
ら
降
り
注

い
で
来
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

ぎ
ら
つ
く
光
の
下
、
巨
大
な
艦か

ん

橋き
ょ
う

構
造
物
と
主
砲
塔
を

持
つ
戦せ

ん

艦か
ん

か
ら
、
地
元
民
の
漁ぎ

ょ

船せ
ん

と
さ
ほ
ど
大
き
さ
が
変
わ

ら
ぬ
小

し
ょ
う

艇て
い

ま
で
、
大
き
さ
も
、
形
状
も
異
な
る
無
数
の
艦
が
、

舳へ

先さ
き

を
並
べ
て
い
る
。

　

共
通
点
は
、
ど
の
艦
も
星せ

い

条じ
ょ
う

旗き

を
誇ほ

こ

ら
し
げ
に
翻

ひ
る
が
えら
せ

て
い
る
こ
と
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
太
平
洋
艦
隊
の
主
力
部
隊
と
、
陸
軍
部

隊
を
運
ぶ
大
輸
送
船
団
が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
西
部
の
ヘ

ー
ル
フ
ィ
ン
ク
湾
（
日
本
側
呼
称
『
ゲ
ー
ル
ビ
ン
グ
湾
』）
に
、

そ
の
威い

容よ
う

を
見
せ
て
い
た
。

「
太
平
洋
艦
隊
だ
け
で
使
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
な
。
全
合

衆
国
艦
隊
を
収
容
し
て
も
、
ま
だ
余
裕
が
あ
り
そ
う
だ
」

　

太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
大

将
は
、
重

じ
ゅ
う

巡じ
ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

「
ボ
ス
ト
ン
」
の
甲か

ん

板ぱ
ん

上
か
ら
湾
内
を

見み

渡わ
た

し
、
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

め
か
し
た
口く

調ち
ょ
うで
言
っ
た
。

　

現
在
、
太
平
洋
艦
隊
の
主
だ
っ
た
艦
艇
―
海
軍
の
新
た

な
主
力
と
な
っ
た
航こ

う

空く
う

母ぼ

艦か
ん

は
言
う
に
及
ば
ず
、
新
鋭
戦
艦
、

新
型
巡
洋
艦
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ヘ
ー
ル
フ
ィ
ン
ク
湾
に
展
開

し
て
い
る
。

　

駆く

逐ち
く

艦か
ん

も
、
新
型
の
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
級
が
大
半
だ
。

　

給
き
ゅ
う

油ゆ

艦か
ん

、
給

き
ゅ
う

糧り
ょ
う

艦か
ん

等
の
支
援
用
艦
艇
や
、
陸
軍
部
隊
を

運
ぶ
輸
送
用
艦
艇
、
そ
の
護ご

衛え
い

に
当
た
る
護
衛
空
母
や
駆
逐

艦
は
、
太
平
洋
艦
隊
の
主
力
か
ら
少
し
離
れ
た
海
面
に
停
泊

し
て
い
る
。

　

湾
の
東
岸
や
、
湾わ

ん

口こ
う

に
位
置
す
る
ヤ
ー
ペ
ン
島
に
は
、
多

数
の
兵へ

い

舎し
ゃ

が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

　

南
西
太
平
洋
軍
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
完
全
占せ

ん

領り
ょ
う
を
宣
言

し
て
か
ら
、
約
四
ヶ
月
。

　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
西
部
に
あ
る
広
大
な
湾
は
、
太
平
洋
艦
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隊
と
南
西
太
平
洋
軍
の
巨
大
な
前
進
基
地
に
作
り
替
え
ら
れ

て
い
た
。

　

作
戦
参
謀
フ
ォ
レ
ス
ト
・
シ
ャ
ー
マ
ン
大
佐
を
従
え
、
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
に
入
っ
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
を
、
第

三
艦
隊
司
令
長
官
フ
ラ
ン
ク
・
Ｊ
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
中
将
、

第Ｔ

Ｆ

３

８

三
八
任
務
部
隊
司
令
官
ジ
ョ
ン
・
Ｓ
・
マ
ッ
ケ
ー
ン
中
将

と
い
っ
た
将
官
が
敬
礼
で
迎
え
た
。

　

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
昨
年
四
月
、
第Ｔ

Ｆ

２

４

二
四
任
務
部
隊
の
司
令

官
と
し
て
、
サ
ン
ク
リ
ス
ト
バ
ル
島
沖
海
戦
（
マ
ラ
イ
タ
島

沖
海
戦
の
米
側
公
称
）
を
戦
っ
た
指
揮
官
だ
。

　

同
海
戦
で
、
Ｔ
Ｆ
24
は
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」「
サ
ラ
ト
ガ
」

の
二
空
母
を
失
っ
た
も
の
の
、
日
本
軍
の
空
母
「
赤ア

カ

城ギ

」

「
加カ

賀ガ

」
を
撃
沈
し
た
こ
と
に
加
え
、
ラ
バ
ウ
ル
に
向
か
っ

て
い
た
輸
送
船
団
の
護
衛
に
成
功
し
た
。

　

太
平
洋
艦
隊
司
令
部
は
、
同
海
戦
の
結
果
を
「
合
衆
国
の

戦
略
的
勝
利
」
と
判
断
し
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
も
「
不
利
な
状

況
の
中
で
、
勝
利
を
得
た
指
揮
官
」
と
の
評
価
を
得
て
、
複

数
の
任
務
部
隊
を
擁よ

う

す
る
第
三
艦
隊
の
指
揮
を
委ゆ

だ

ね
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
道
は
整
え
ら
れ
た
よ
う
だ
ね
」

　

提て
い

督と
く

た
ち
に
答
礼
を
返
す
と
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
お
も
む

ろ
に
言
っ
た
。

「
こ
の
よ
う
な
場
所
に
前
進
基
地
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、

太
平
洋
艦
隊
の
主
力
を
集
結
さ
せ
る
こ
と
に
は
危き

惧ぐ

も
あ
っ

た
が
、
無
用
の
心
配
だ
っ
た
よ
う
だ
」

「
パ
ラ
オ
を
無
力
化
し
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
湾
は
安
全
で

す
」

　

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
言
葉
に
続
い
て
、
第
三
艦
隊
の
参
謀
長

を
務
め
る
カ
ー
ル
・
ム
ー
ア
少
将
が
、
机き

上じ
ょ
う
の
地
図
を
指

し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
や
グ
ア
ム
島
か
ら
で
は
遠と

お

過す

ぎ
て
、
こ
の

湾
に
は
手
を
出
せ
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
の
日
本
軍
が
、
カ
ビ

エ
ン
は
無
力
化
で
き
て
も
、
ラ
バ
ウ
ル
は
最
後
ま
で
無
力
化

で
き
な
か
っ
た
先せ

ん

例れ
い

と
同
じ
で
す
」

　

ヘ
ー
ル
フ
ィ
ン
ク
湾
に
最
も
近
い
パ
ラ
オ
諸
島
の
飛
行
場

は
、
Ｔ
Ｆ
38
の
攻
撃
に
よ
っ
て
既す

で

に
無
力
化
し
た
。
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日
本
軍
が
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
や
グ
ア
ム
島
を
拠き

ょ

点て
ん

に
ヘ
ー

ル
フ
ィ
ン
ク
湾
を
攻
撃
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
一ベ

テ

ィ

式
陸
攻
を
戦

闘
機
の
護
衛
な
し
で
出
撃
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

合
衆
国
は
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
カ
ビ
エ
ン
に
い

た
海
兵
隊
航
空
部
隊
を
、
ヘ
ー
ル
フ
ィ
ン
ク
湾
西
岸
の
マ
ノ

ク
ワ
リ
に
移
動
さ
せ
、
防
空
態
勢
を
固
め
て
い
る
。

　

護
衛
な
し
の
ベ
テ
ィ
な
ど
、
全
く
脅

き
ょ
う

威い

に
な
ら
な
い
。

　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
特
に
そ
の
北
西
部
は
、
完
全
に
合
衆
国

が
掌

し
ょ
う

握あ
く

し
て
お
り
、
次
な
る
一い

っ

歩ぽ

、
す
な
わ
ち
フ
ィ
リ
ピ

ン
奪だ

っ

回か
い

作
戦
の
た
め
の
策さ

く

源げ
ん

地ち

と
な
っ
た
の
だ
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
奪
回
の
Ｘ
デ
ー
だ
が
―
」

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
切
り
出
す
と
、
提
督
た
ち
が
一い

ち

様よ
う

に
緊

張
し
た
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
も
、
マ
ッ
ケ
ー
ン
も
、
来
る
べ
き
も
の
が

来
た
―
と
言
い
た
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
。

「
六
月
二
三
日
と
決
定
し
た
。
作
戦
名
は
『
鉄

ア
イ
ア
ン
ウ
ェ
ッ
ジ

の
楔
』。
第

三
艦
隊
に
は
、
作
戦
命
令
の
発
動
と
同
時
に
行
動
を
開
始
し

て
貰も

ら

う
」

「
作
戦
成
功
の
暁

あ
か
つ
きに
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
日
本
本
土
と
占

領
地
を
分
断
す
る
巨
大
な
楔

ウ
ェ
ッ
ジに
な
る
わ
け
で
す
な
」

　

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
広
域
図
を
見
つ
め
、
何
度
も
頷う

な
ずい
た
。

「
鉄

ア
イ
ア
ン
ウ
ェ
ッ
ジ

の
楔
」
作
戦
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
既
に
決
め
ら
れ

て
い
る
。

　

Ｔ
Ｆ
38
が
先せ

ん

陣じ
ん

を
切
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
軍
飛
行
場

に
航
空
攻
撃
を
加
え
、
同
諸
島
周
辺
の
制せ

い

空く
う

権け
ん

を
奪
取
す
る
。

　

し
か
る
後
に
、
南
西
太
平
洋
軍
隷れ

い

下か

の
陸
軍
部
隊
―
ウ

ォ
ル
タ
ー
・
ク
ル
ー
ガ
ー
中
将
麾き

下か

の
第
六
軍
が
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
中
央
部
の
レ
イ
テ
島
に
上
陸
す
る
。

　

レ
イ
テ
島
に
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

を
築き

ず

い
た
後
、
南
西
太
平
洋
軍
隷

下
の
陸
軍
航
空
部
隊
が
同
島
の
飛
行
場
に
展
開
し
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
全
土
の
制
空
権
を
奪
取
す
る
。

　

し
か
る
の
ち
に
、
第
六
軍
は
ル
ソ
ン
島
に
上
陸
し
、
行
政

の
中
心
地
で
あ
る
マ
ニ
ラ
を
目め

指ざ

す
の
だ
。

　

こ
の
間
、
日
本
軍
―
特
に
、
連

コ
ン
バ
イ
ン
ド
・
フ
リ
ー
ト

合
艦
隊
の
主
力
部
隊

が
、
合
衆
国
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
奪
回
を
阻そ

止し

す
べ
く
、
行
動

を
起
こ
す
こ
と
が
確か

く

実じ
つ

視し

さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
と
き
は
、
第
三
艦
隊
が
総
力
を
挙あ

げ
て
迎
え
撃
ち
、

連
合
艦
隊
と
決け

っ

着ち
ゃ
くを
付
け
る
。

　

開
戦
直
後
の
カ
フ
ク
岬

み
さ
き

沖
海
戦
を
皮
切
り
に
、
何
度
も

敗
北
の
屈く

つ

辱じ
ょ
く

を
味
わ
わ
さ
れ
た
太
平
洋
艦
隊
だ
が
、
今
度

こ
そ
こ
れ
ま
で
の
借
り
を
ま
と
め
て
叩た

た

き
返
す
の
だ
。

「
で
き
れ
ば
、
あ
と
半
年
待
ち
た
か
っ
た
の
だ
が
な
」

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
壁
に
貼
ら
れ
て
い
る
第
三
艦
隊
の
編

成
図
を
見
つ
め
て
言
っ
た
。

「
一
二
月
ま
で
待
て
ば
、
よ
り
多
数
の
戦
力
を
揃そ

ろ

え
ら
れ
る
。

現
状
よ
り
も
有
利
な
態
勢
で
、
日
本
艦
隊
と
戦
う
こ
と
が
可

能
だ
っ
た
の
だ
が
」

　

太
平
洋
艦
隊
司
令
部
が
第
三
艦
隊
に
委
ね
た
兵
力
は
、
正

規
空
母
と
軽
空
母
各
六
隻
、
戦
艦
六
隻
、
重
巡
一
〇
隻
、
軽

巡
一
二
隻
、
駆
逐
艦
九
〇
隻
だ
。

　

開
戦
以
来
、
最
大
規
模
の
兵
力
だ
が
、
新
時
代
の
主
力
と

な
る
空
母
は
や
や
数
が
少
な
い
。

　

艦
だ
け
で
あ
れ
ば
、
エ
セ
ッ
ク
ス
級
正
規
空
母
と
イ
ン
デ

ペ
ン
デ
ン
ス
級
軽
空
母
八
隻
ず
つ
を
揃
え
る
こ
と
が
可
能
だ

が
、
エ
セ
ッ
ク
ス
級
二
隻
と
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
級
二
隻
は

乗
員
の
習

し
ゅ
う

熟じ
ゅ
く

度ど

が
不
充
分
と
判
断
さ
れ
、
参
加
が
見
送
ら

れ
た
の
だ
。

　

海
軍
は
一い

ち

連れ
ん

の
戦
い
で
、
熟
練
し
た
乗
員
や
艦
上
機
ク
ル

ー
を
失
い
、
人
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
ア
ガ
岬
沖
、
サ
ン
ク
リ
ス
ト
バ
ル
島
沖
の
二
大
海

戦
に
お
け
る
空
母
五
隻
の
喪そ

う

失し
つ

が
痛い

た

手で

だ
。

　

こ
れ
ら
五
隻
に
は
、
新
造
空
母
へ
の
配
属
が
予
定
さ
れ
て

い
た
ベ
テ
ラ
ン
も
多
数
乗
艦
し
て
い
た
た
め
、
海
軍
の
人
事

計
画
に
大
幅
な
狂く

る

い
が
生
じ
た
の
だ
。

　

あ
と
半
年
の
猶ゆ

う

予よ

が
あ
れ
ば
、「
鉄

ア
イ
ア
ン
ウ
ェ
ッ
ジ

の
楔
」
へ
の
参
加
を

見
送
っ
た
空
母
四
隻
を
戦
列
に
加
え
、
一
層
強
力
な
布ふ

陣じ
ん

で

日
本
艦
隊
と
の
決
戦
に
臨の

ぞ

め
る
。

　

前
線
部
隊
の
指
揮
官
に
、
不
充
分
な
戦
力
し
か
揃
え
て
や

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
心

こ
こ
ろ

苦ぐ
る

し
か
っ
た
が
―
。

「
戦
力
が
不
充
分
だ
と
は
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」

　

マ
ッ
ケ
ー
ン
が
、
い
か
つ
い
顔
を
僅わ

ず

か
に
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

「
日
本
軍
は
、
空
母
一
二
隻
程
度
を
投
入
し
て
来
る
と
見み

積つ
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も
ら
れ
て
い
ま
す
。
空
母
の
数
は
日
本
軍
と
ほ
ぼ
互ご

角か
く

に
見

え
ま
す
が
、
一
艦
当
た
り
の
搭
載
機
数
は
、
我
が
軍
の
空
母

の
方
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
艦
上
機
は
、
性
能
面
で
零ジ

ー
ク戦
や

九ヴ

ァ

ル

九
艦
爆
、
九ケ

イ

ト

七
艦
攻
を
凌

り
ょ
う

駕が

し
て
い
ま
す
。
数
と
質
の

両
面
で
我
が
方
が
上
回
る
以
上
、
勝
利
を
握に

ぎ

る
こ
と
は
充
分

可
能
で
す
」

「
水
上
砲
戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
場
合
で
も
、
我
が
方
が
有
利

で
す
」

　

マ
ッ
ケ
ー
ン
に
続
い
て
、
第Ｔ

Ｆ

３

４

三
四
任
務
部
隊
司
令
官
の
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｖ
・
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
バ
ー
グ
少
将
が
言
っ
た
。

　

カ
フ
ク
岬
沖
海
戦
で
た
だ
一
隻
生
き
残
っ
た
戦
艦
「
ア
リ

ゾ
ナ
」
の
艦
長
と
し
て
、
勇ゆ

う

名め
い

を
馳は

せ
た
指
揮
官
だ
。

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
は
、
カ
フ
ク
岬
沖
海
戦
の
記
憶

を
共
有
す
る
戦
友
だ
っ
た
。

「
我
が
Ｔ
Ｆ
34
の
戦
艦
六
隻
は
、
い
ず
れ
も
一
九
四
二
年
以

降
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
新
鋭
艦
で
す
。
一
方
日
本
艦
隊
の
戦
艦
の

う
ち
、
新
鋭
艦
は
二
隻
だ
け
で
、
後
は
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
以

前
の
旧
式
戦
艦
で
す
。
戦
艦
同
士
の
撃
ち
合
い
と
な
れ
ば
、

我
が
方
が
圧
倒
し
ま
す
。
―
我
が
海
軍
が
異
常
な
ま
で
に

恐
れ
て
い
た
大ヤ

マ
ト
・
タ
イ
プ

和
型
が
相
手
で
も
」

「
ヤ
マ
ト
・
タ
イ
プ
」
の
一い

ち

語ご

を
発
し
た
と
き
、
ヴ
ァ
ル
ケ

ン
バ
ー
グ
の
言
葉
に
力
が
こ
も
っ
た
。

　

合
衆
国
海
軍
の
軍
人
で
あ
る
以
上
、
日
本
が
世
界
最
強
と

豪ご
う

語ご

す
る
新
鋭
戦
艦
と
勝
負
し
て
み
た
い
。

　

そ
の
心し

ん

情じ
ょ
うが
見
て
取
れ
た
。

「
問
題
は
、
日
本
艦
隊
が
仕し

掛か

け
て
来
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
」

　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
言
っ
た
。

「
Ｔ
Ｆ
38
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
攻
撃
し
て
い
る
と
き
に
仕
掛
け

て
来
れ
ば
、
第
三
艦
隊
は
日
本
艦
隊
と
の
戦
闘
だ
け
に
集
中

で
き
る
。
し
か
し
、
陸
軍
部
隊
が
レ
イ
テ
島
に
上
陸
し
た
時じ

点て
ん

で
来ら

い

襲し
ゅ
う
さ
れ
る
と
、
第
三
艦
隊
は
上
陸
し
た
陸
軍
部
隊

や
輸
送
船
団
を
守
り
な
が
ら
、
日
本
艦
隊
と
戦
わ
ね
ば
な
ら

な
く
な
る
」

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
略
を
担
当
す
る
第
六
軍
は
、
麾
下
に
六
個

師
団
を
擁
し
て
お
り
、
総
兵
力
は
二
〇
万
を
超
え
る
。

　

地
上
戦
闘
に
な
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
守
備
す
る
日
本
陸
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軍
部
隊
を
圧
倒
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
輸
送
船
で
運

ば
れ
て
い
る
間
は
無
力
だ
。

　

二
〇
万
も
の
陸
軍
部
隊
を
無む

為い

に
失
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
大
統
領
と
い
え
ど
も
地
位
を
保
つ
こ
と
は
難
し
い
。

　

合
衆
国
史
上
初
の
四
選
を
狙ね

ら

っ
て
い
る
現
大
統
領
に
と
っ

て
は
、
何
と
し
て
も
避
け
た
い
事
態
で
あ
る
は
ず
だ
。

「
日
本
艦
隊
の
動
き
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
綿め

ん

密み
つ

に
行
え

ば
、
勝
利
は
自お

の

ず
と
見
え
て
来
ま
す
」

　

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
自
信
あ
り
げ
に
言
っ
た
。

「
日
本
艦
隊
撃げ

き

滅め
つ

の
捷

し
ょ
う

報ほ
う

と
星
条
旗
が
立
ち
翻
る
マ
ニ
ラ

は
、
四
選
を
目
指
す
大
統
領
閣か

っ

下か

の
後あ

と

押お

し
と
な
る
で
し
ょ

う
」

２

「
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
中
将
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か

ね
」

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
デ
ラ
ノ
・
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　

た
っ
た
今
、
海
軍
作
戦
本
部
長
ハ
ロ
ル
ド
・
ス
タ
ー
ク
大

将
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
か
ら
伝
え
聞
い
た
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の

言
葉
を
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
伝
え
た
の
だ
。

「
作
戦
の
発
動
は
、
現
地
時
間
の
六
月
二
三
日
〇
時
。
ワ
シ

ン
ト
ン
時
間
の
六
月
二
二
日
一
〇
時
と
な
り
ま
す
。
日
本
軍

の
頑が

ん

強き
ょ
う
な
抵
抗
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
一
〇
月
中
に
は
マ

ニ
ラ
を
奪
回
で
き
る
で
し
ょ
う
」

「
一
〇
月
中
か
」

　

統
合
参
謀
本
部
議
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
ー
ヒ
大
将
の
言
葉

に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
満
足
そ
う
な
笑え

み
を
浮
か
べ
た
。

　

大
統
領
選
挙
は
、
一
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
月

に
マ
ニ
ラ
を
奪
回
す
れ
ば
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
念
願
の
四
選
に

対
し
て
、
こ
れ
以
上
強
力
な
後
押
し
は
な
い
。

「
我
が
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
制せ

い

圧あ
つ

し
た
時
点
で
、
イ
ギ
リ
ス

は
日
本
と
の
中
立
条
約
を
破は

棄き

し
、
対
日
参
戦
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
ど
の
段
階
で
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
制
圧
さ
れ
た
』

と
見
な
す
の
で
し
ょ
う
か
？
」
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陸
軍
参
謀
総
長
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
大
将
の
問
い
に
、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
答
え
た
。

「
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
は
、『
マ
ニ
ラ
制
圧
の
時
点
を
以も

っ

て
』

と
の
回
答
が
届
い
て
い
る
。
参
戦
時
期
を
も
う
少
し
早
め
る

よ
う
、
ワ
イ
ナ
ン
ト
（
ジ
ョ
セ
フ
・
ワ
イ
ナ
ン
ト
。
駐
英
米
国

大
使
）
に
交
渉
さ
せ
て
い
る
が
」

「
レ
イ
テ
島
の
制
圧
時
点
で
、
と
の
条
件
を
出
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？ 
レ
イ
テ
島
の
制
圧
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
制
空
権
、
制せ

い

海か
い

権け
ん

は
完
全
に
我
が
方
が
握
っ

て
い
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
レ
イ
テ
の
制
圧
に
成
功
す
れ
ば
、

ル
ソ
ン
島
は
奪
回
し
た
も
同
じ
で
す
」

　

レ
ー
ヒ
が
意
見
を
述
べ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
同
調
し
た
。

「
そ
の
条
件
な
ら
、
八
月
中
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
参
戦
が

期
待
で
き
ま
す
な
。
第
六
軍
の
戦
力
な
ら
、
レ
イ
テ
制
圧
に

二
ヶ
月
と
は
か
か
り
ま
す
ま
い
」

「
イ
ギ
リ
ス
は
、
本
当
に
対
日
参
戦
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

私
に
は
、
か
の
国
が
我
が
合
衆
国
よ
り
も
日
本
に
肩か

た

入い

れ
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
」

　

陸
軍
戦
略
航
空
軍
司
令
官
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
大
将

が
疑
問
を
口
に
し
た
。

　

戦
略
航
空
軍
は
、
麾
下
の
第８

Ａ

Ｆ

八
航
空
軍
を
イ
ギ
リ
ス
本
土

に
展
開
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
協
力
し
て
戦
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
動
き
に
敏び

ん

感か
ん

な
の
だ
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
参
戦
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
確

約
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
参
戦
前
に
、
日
本
が
白し

ろ

旗は
た

を
掲か

か

げ

れ
ば
話
は
別
だ
が
」

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
自
信
あ
り
げ
な
表
情
で
答
え
た
。

　

大
統
領
で
あ
る
こ
の
私
が
、
チ
ャ
ー
チ
ル
を
信
用
し
て
い

る
の
だ
。
諸
君
も
信
じ
た
ま
え
―
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
た

げ
だ
っ
た
。

「
我
が
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
制
圧
に
成
功
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ

ス
の
参
戦
は
、
あ
ま
り
大た

い

勢せ
い

に
影
響
し
な
い
で
し
ょ
う
。
日

本
が
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
を

占
領
し
て
い
て
も
、
本
国
に
資
源
を
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
状
況
下
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
仏ふ

つ

印い
ん

、
蘭ら

ん

印い
ん

を

制
圧
し
て
も
、
あ
ま
り
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
」
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ス
タ
ー
ク
の
言
葉
に
対
し
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
言
っ
た
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
参
戦
に
は
、
日
本
の
希
望
を
断た

つ
と
い

う
意
味
も
あ
る
。
彼
ら
に
は
、
我
が
合
衆
国
に
屈く

っ

服ぷ
く

す
る
以

外
の
選
択
肢
は
な
い
の
だ
と
、
具
体
的
に
思
い
知
ら
せ
て
や

る
の
だ
」

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
仏
印
、
蘭
印
を
失
い
、
な
お
日
本
が
屈
服

し
な
い
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
」

　

ス
タ
ー
ク
の
言
葉
に
対
し
、
ア
ー
ノ
ル
ド
が
微び

笑し
ょ
う
し
た
。

獲え

物も
の

を
前
に
し
た
肉
食
獣
を
思
わ
せ
る
笑
顔
だ
っ
た
。

「
そ
の
場
合
は
、
ド
イ
ツ
と
同
じ
運
命
が
か
の
国
を
待
っ
て

い
る
だ
け
で
す
」

３

「
目
標
視
認
。
前
上
方
！
」

　

ド
イ
ツ
空
軍
第Ｊ

Ｇ

４

６

四
六
戦
闘
航
空
団
の
指
揮
官
エ
ー
リ
ヒ
・

ラ
ン
グ
少
佐
は
、
麾
下
全
機
に
呼
び
か
け
た
。

　

北ほ
っ

海か
い

に
注そ

そ

ぐ
エ
ル
ベ
川
の
河
口
沖
か
ら
、
敵
の
大
編
隊
が

ド
イ
ツ
本
土
に
迫
っ
て
い
る
。

　

四
〇
機
前
後
と
思
わ
れ
る
梯て

い

団だ
ん

が
八
隊
。
機
数
は
三
〇
〇

機
を
超
え
る
。

　

西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
い
る
た
め
、
昇
る
朝
日
を
正
面
か

ら
受
け
、
鈍に

ぶ

い
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

　

太
い
胴
に
、
高こ

う

翼よ
く

式し
き

に
取
り
付
け
ら
れ
た
主
翼
。
四
基
の

エ
ン
ジ
ン
。
胴
体
上
面
や
下
面
に
突
き
出
し
た
、
多
数
の
旋

回
機
銃
座
。

　

ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
や

ア
ブ
ロ
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
同
様
、
ド
イ
ツ
空
軍
の
戦
闘
機
乗

り
に
は
見み

慣な

れ
た
機
体
だ
。

　

コ
ン
ソ
リ
デ
ー
テ
ッ
ド
Ｂ
24
〝
リ
ベ
レ
ー
タ
ー
〞。
Ｂ
17

と
並
ぶ
、
も
う
一
つ
の
「
空そ

ら

の
要よ

う

塞さ
い

」
だ
っ
た
。

「『
シ
ュ
ナ
ウ
ザ
ー
』
よ
り
『
猟イ

ェ
ー
ガ
ー師』。
目
標
視
認
。
敵
機
は

Ｂ
24
。
機
数
三
〇
〇
以
上
。
今
よ
り
攻
撃
す
る
」

「『
シ
ュ
ナ
ウ
ザ
ー
』
よ
り
各
隊
。
敵
機
は
Ｂ
24
だ
。
馴な

染じ

み
の
相
手
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
気
を
抜
く
な
」

　

ラ
ン
グ
は
指
揮
所
に
報
告
を
送
り
、
次
い
で
麾
下
全
機
に
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下か

令れ
い

し
た
。

「『
シ
ェ
パ
ー
ド
』
了
解
」

「『
ワ
イ
マ
ラ
ナ
ー
』
了
解
」

　

第
一
、
第
二
中
隊
の
指
揮
官
よ
り
応
答
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｇ
46
の
装
備
機
は
、
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
Ｍ
ｅ
２
６

２
。
ド
イ
ツ
空
軍
が
誇
る
、
世
界
初
の
実
用
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘

機
だ
。

　

昨
年
一
一
月
よ
り
戦
線
に
投
入
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
空
の
守

り
に
就つ

い
て
い
る
。

　

最
大
時
速
は
、
高
度
二
万
フ
ィ
ー
ト
（
約
六
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
）
で
八
七
〇
キ
ロ
。
高
高
度
の
三
万
フ
ィ
ー
ト
（
約
九

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
も
八
二
〇
キ
ロ
に
達
す
る
。
連
合
軍

の
い
か
な
る
戦
闘
機
よ
り
も
優
速
だ
。

　

火
力
は
、
機
首
の
三
〇
ミ
リ
機
関
砲
四
門
と
極き

わ

め
て
強
力

で
あ
り
、
重
爆
撃
機
の
分ぶ

厚あ
つ

い
装そ

う

甲こ
う

鈑ば
ん

で
も
、
容
易
に
引
き

裂
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
空
で
は
無む

敵て
き

と
呼
べ
る
存
在
だ
が
、
欠
点

は
生
産
コ
ス
ト
が
高
く
、
充
分
な
機
数
を
配
備
で
き
な
い
こ

と
だ
。

　

ド
イ
ツ
空
軍
の
戦
闘
航
空
団
は
、
指
揮
小
隊
四
機
、
一
二

機
編
成
の
中
隊
三
隊
、
合
計
四
〇
機
が
定て

い

数す
う

だ
が
、
Ｊ
Ｇ
46

は
指
揮
小
隊
と
二
個
中
隊
、
合
計
二
八
機
の
編
制
と
な
っ
て

い
る
。

　

二
八
機
で
三
〇
〇
機
以
上
を
相あ

い

手て

取ど

る
の
は
厳
し
い
が
、

敵
が
目
の
前
に
い
る
以
上
は
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｇ
46
が
大
き
く
散
開
し
、
ラ
ン
グ
も
指
揮
小
隊
の
三
機

を
率ひ

き

い
て
突
撃
に
移
っ
た
。

　

指
揮
所
は
、
敵
機
の
高
度
を
二
万
フ
ィ
ー
ト
と
報
告
し
て

い
る
。

　

ラ
ン
グ
機
の
高
度
は
一
万
八
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
。
Ｍ
ｅ
２

６
２
の
性
能
な
ら
、
二
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
高
度
差
な
ど
も

の
と
も
し
な
い
。

　

高
度
計
の
針
が
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
回
転
し
、
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

を
通
じ
て
見
る
敵
機

が
拡
大
す
る
。

「『
イ
ェ
ー
ガ
ー
』
よ
り
『
シ
ュ
ナ
ウ
ザ
ー
』、
敵
が
上
昇
し



ドイツ空軍 Me262 A-1a

　世界で初めて実用化されたジェット戦闘機。ドイツにおけるジェット
戦闘機の開発は1938年から始まった。機体設計は順調に進んだが、ジェッ
トエンジンの開発は難航し、本機の試作機も当初は機首にレシプロエン
ジンを装備して飛行特性をテストしていたほどである。
　その後、1942年７月18日にジェットエンジンを装備しての初飛行に成功。以後、
さまざまな改良を施し、1943年９月11日、増加試作機６機で編成された実験部
隊が米爆撃機隊を迎撃。18機撃墜の大戦果を挙げている。
　機動性には欠けるものの、圧倒的な速度性能を誇る本機は、爆撃機に
対する一撃離脱戦法ではほぼ無敵であり、ドイツ防衛の切り札として注
目されている。

全長 10.6m
翼幅 12.5m
全備重量 6,400kg
発動機 ユンカース Jumo 004B-1ターボジェット（推力910kgf） ×2基　
最大速度 870km/時　
兵装 30mm機銃×4門（機首）
乗員数 1名
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て
い
る
！
」

　

指
揮
所
が
注
意
を
喚か

ん

起き

し
た
が
、
ラ
ン
グ
は
構か

ま

う
こ
と
な

く
突
進
し
た
。

　

Ｂ
24
の
胴
体
下
面
に
閃せ

ん

光こ
う

が
走
り
、
青あ

お

白じ
ろ

い
曳え

い

痕こ
ん

が
正
面

か
ら
殺さ

っ

到と
う

し
て
来
る
が
、
Ｍ
ｅ
２
６
２
は
、
敵
弾
な
ど
も
の

と
も
せ
ず
に
突
き
進
む
。

　

指
揮
官
機
と
お
ぼ
し
き
一
機
を
目
標
に
、
機
関
砲
の
発
射

ボ
タ
ン
を
押
す
。

　

腹
の
底
に
こ
た
え
る
よ
う
な
連
射
音
と
共
に
、
四
条
の
太

い
火か

箭せ
ん

が
噴ふ

き
延の

び
る
。
発
射
の
反
動
で
照
準
器
が
振
動
し
、

敵
機
が
ぶ
れ
て
見
え
る
。

　

ラ
ン
グ
機
の
射し

ゃ

弾だ
ん

は
狙
い
過あ

や
また
ず
、
Ｂ
24
の
二
番
エ
ン
ジ

ン
を
捉と

ら

え
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン
グ
が
吹
き
飛
ん
だ
の
だ
ろ
う
、
Ｂ

24
は
黒
煙
を
引
き
ず
り
な
が
ら
高
度
を
落
と
し
始
め
た
。

　

ラ
ン
グ
は
一い

っ

旦た
ん

機
体
を
降
下
さ
せ
、
敵
機
の
射
程
外
に
逃

れ
る
。

　

指
揮
小
隊
の
二
、
三
、
四
番
機
―
フ
リ
ッ
ツ
・
ボ
ー
デ

ン
ヴ
ェ
ー
バ
ー
大
尉
、
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
リ
ッ
ケ
中
尉
、
ウ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
ビ
ッ
ト
少
尉
の
機
体
も
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
24
に
一

連
射
を
叩
き
込
み
、
ラ
ン
グ
機
に
追つ

い

随ず
い

す
る
。

　

敵
編
隊
の
後
方
に
抜
け
た
と
こ
ろ
で
、
ラ
ン
グ
は
水
平
旋

回
を
か
け
、
敵
機
の
後
ろ
下
方
に
占せ

ん

位い

し
た
。

　

ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
、
一
五
、
六
機
の
Ｂ
24
が
黒
煙
を

引
き
ず
り
、
編
隊
か
ら
落ら

く

伍ご

し
て
い
る
。

「『
シ
ュ
ナ
ウ
ザ
ー
３
』、
エ
ン
ジ
ン
損
傷
。
離
脱
し
ま
す
」

　

指
揮
小
隊
三
番
機
の
フ
リ
ッ
ケ
中
尉
か
ら
、
報
告
が
入
る
。

飛と

び
散ち

っ
た
破は

片へ
ん

を
、
エ
ン
ジ
ン
に
吸
い
込
ん
だ
の
か
も
し

れ
な
い
。

「『
シ
ュ
ナ
ウ
ザ
ー
１
』
了
解
。
無
理
を
せ
ず
、
次
の
機
会

を
待
て
」

　

ラ
ン
グ
は
フ
リ
ッ
ケ
に
帰き

還か
ん

を
命
じ
、
残
っ
た
二
機
を
率

い
て
Ｂ
24
を
追
跡
し
た
。

　

高
度
が
上
が
る
に
つ
れ
、
上
昇
速
度
が
鈍
り
始
め
る
。

　

Ｍ
ｅ
２
６
２
は
、
高
高
度
で
も
八
〇
〇
キ
ロ
を
超
え
る
最

大
時
速
を
発
揮
で
き
る
が
、
上
昇
力
は
衰お

と
ろえ
る
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




